平成26年度　障害者虐待防止・権利擁護指導者養成研修　要綱


含むべき内容

○職員の育成指導、メンタルヘルスの取り組み
講義のねらい　
○職員の指導方法やメンタルヘルスのサポート体制について理解する。

○職員が何でも相談できる風通しの良い施設風土づくりについて理解する。

講義内容とポイント（６０分）
	講義内容
	ポイント
	時間配分

	人材育成についての設置者・管理者の責務
	虐待を発生させないための研修

	１０分

	アイスブレーキング
	次の演習のためのグループ作りを兼ね、自己紹介と「フレッシュ＆ハピネス」の発表
	１０分

	チーム作りについて
	不適切な支援、虐待を起こさないチーム作り
	２０分

	利用者、職員への心理的サポートについて
	ストロークの受信と発信について、
リフレーミングについて
	２０分

	

	利用者の思いをよく知る取り組み
	「私の思い、私の希望」の動画視聴
	
	休憩時間に映写

１０分


講義で使用するもの

○資料集
○PPT

○（動画）
講義にあたっての留意事項

都道府県研修での留意事項

参考文献

○阿部美樹雄編著「知的障害者の人権と施設職員のあり方」大揚社
○阿部美樹雄著「福祉の仕事につく人に絶対に読んでほしい５５の言葉」中央法規
○阿部美樹雄著「『心のケア』＝スタッフのための対人援助技術」大揚社
○阿部美樹雄著「チームビルディングを学ぶ」、「人間力」2014.8.26
○川村隆彦　著「支援者が成長するための５０の原則」中央法規
○加藤史子　著「ストレス体質を卒業し『生きづらさ』を手放す法」同文館出版
○加藤史子　著「ストレスをすっきり消し去る７１の技術」東洋経済
○内藤誼人　著「人はホメ技で１８０度変わる」幻冬舎
3日目　障害者福祉施設等設置者・管理者研修　


イ・講義５　障害者福祉施設等設置者・管理者の責務②


～職員の育成指導、メンタルヘルスの取り組み～


講師：石井　昌明（検討委員会委員）








